
１ 統合的思考 

 

 

  

分析的手順

３ 部分につ
いての知識を
全体に関する
知識へ組み立

てる

２ 対象の部
分を説明する

1

説明すべき対
象をその部分
に分解する

統合的手順

３ 部分の機
能や役割をよ
り包括的な全
体において示

す

２ 包括的な
全体を説明す

る

１ 説明すべ
き対象より大
きな全体の部
分として考察

する



２ 単純な問題状況と複合的な問題状況についての概観 まとめ表 ｐ１１８ 

 

 単純な状況 複合的状況 

特徴 ・少ない同種類の諸要素 

・弱いネットワーク 

・僅かな諸要素の行動可能性 

・玄適適で安定的な作用経過 

・多くの異なった諸要素 

・強いネットワーク 

・諸要素の多くの異なった行

動可能性 

・多くの不安定な作用経過 

把握可能性 ・完全に分析可能 

・定量化可能な行動 

・予測可能 

＝分析的に説明可能 

＝確実性を実現可能 

・限定的に分析可能 

・限定的に定量可能な行動パ

ターン 

・認識可能 

＝総合的に理解可能 

＝不確実性を低減可能 

適切なモデル化のアプローチ ・手本：「機械」 

システムの型：単純なシステ

ム 

・手本：「生態系」 

システムの型：単純でないシ

ステム 

適切な思考方法 ・因果分析的思考 ・全体思考 

適切な問題解決方法 ・「精密な、定量的方法」 

・アルゴリズム 

・「不正密な、定性的方法」 

・発見的方法 

事実上の影響可能性 ・設計可能 

・「残余リスク」をもって克

服可能 

・限定的に形成可能 

・限定的に制御可能 

・「洗練可能」 

  



３ 全体的問題解決過程の六つのステップ 

 

 

 

４ 問題解決過程の概観 

 

 

１ 目標の規
定、問題状況
のモデル化

２作用経過の
分析

３ 変化の可
能性の把握と

解釈

４ 制御可能
性の解明

５ 戦略と措
置の計画化

６ 問題解決
の実現

何が問題か？

問題状況はど
うなっている

か？

問題状況はど
う変化し得る

か？

我々はどのよ
うに状況に介
入できるか？

我々は何をし
たいのか？

我々はどのよ
うに進みたい

のか？


